
令 和 ４（２０２２）年 ９月 １日 日 吉 台 新 聞 ホームページ https:// hiyoshidai.net ＮＯ ０８１

ＨＩＹＯＳＨＩＤＡＩ

発 行

編集責任者

野々 口 義信

日吉台学区

まちづくりカンパニー

学区ホームページ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
種
目
削
減
、
開
催
時
間
短
縮
な
ど
簡
素
化
さ
れ
る
今

年
度
の
学
区
民
運
動
会
開
催
方
針
が
、
８
月
７
日
開
い
た
学
区
民
運
動
会
実
行
委
員
会
で

正
式
承
認
さ
れ
た
。
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
、
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
数
は
爆

発
的
に
拡
大
し
て
お
り
、
予
定
ど
お
り
10
月
９
日
に
開
催
で
き
る
か
ど
う
か
現
時
点
で
見

通
せ
な
い
が
、
実
行
委
と
し
て
実
施
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
９
月
25
日
開
く
予
定
の
第

３
回
実
行
委
で
最
終
決
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
次
第
で
、
開
催
で
き
る
か
不
透
明

学
区
自
治
連
合
会
と
学
区

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
は
６
月
11

日
夜
、
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

で
「
令
和
４
年
度
学
区
民
運

動
会
」
の
事
前
協
議
を
行
い
、

今
年
の
運
動
会
に
つ
い
て
、

種
目
削
減
や
時
間
短
縮
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し

て
10
月
９
日
、
日
吉
台
小
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
３
年
ぶ
り
に
開

催
す
る
こ
と
を
決
め
、
実
行

委
に
は
か
っ
た
。

今
年
の
運
動
会
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
を
優
先
さ
せ
た
。
実

施
種
目
は
、
玉
入
れ
、
ボ
ー

ル
運
び
リ
レ
ー
、
お
も
し
ろ

リ
レ
ー
、
幼
児
走
、
５
分
間

持
久
走
、
小
学
生
リ
レ
ー
、

買
い
物
競
走
の
７
種
目
に
削

減
。
各
丁
が
対
抗
で
得
点
を

競
う
運
動
会
の
花
、
男
女
混

合
対
抗
リ
レ
ー
は
、
メ
ン
バ
ー

選
出
が
難
し
い
と
し
て
中
止
、

閉
会
式
で
の
お
楽
し
み
抽
選

会
も
取
り
や
め
た
。
こ
の
た

め
競
技
表
彰
も
大
幅
に
削
減
、

閉
会
式
で
は
、
総
合
１
位
か

ら
３
位
ま
で
の
総
合
表
彰
に

と
ど
め
る
。

開
催
時
刻
も
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
に
短
縮
、
会
場

で
の
昼
食
休
憩
も
行
わ
な
い
。

事
前
協
議
で
雨
天
な
ど
の
さ

い
翌
10
日
を
予
備
日
と
し

た
が
、
実
行
委
で
予
備
日

は
設
け
な
い
こ
と
も
決
め

た
。コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
参

加
者
、
観
戦
住
民
の
把
握

や
各
丁
テ
ン
ト
内
の
密
対

策
な
ど
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
た
感
染
症
対
策

も
運
動
会
実
行
委
で
検
討
、

実
施
す
る
。
従
来
学
区
外

か
ら
招
い
て
い
た
来
賓
に

つ
い
て
も
今
年
度
は
実
施

し
な
い
。
こ
れ
ら
種
目
削

減
、
時
間
短
縮
は
今
年
度

限
定
の
も
の
。
な
お
、
運

動
会
練
習
日
は
10
月
２
日

午
後
３
時
～
４
時
（
雨
天

の
場
合
は
、
体
育
館
）
。

大
津
市
が
提
唱
す
る
新
地

域
自
治
組
織
「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
を
調
査
す
る
「
日

吉
台
学
区
ま
ち
づ
く
り
カ
ン

パ
ニ
ー
」
（
会
長
、
濱
崎
博
・

元
学
区
自
治
連
合
会
長
）
は

８
月
17
日
、
日
吉
台
市
民
セ

ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
下
阪
本

学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

三
田
光
夫
会
長
、
同
学
区
自

治
連
合
会
の
真
嶋
龍
道
会
長

を
招
き
、
下
阪
本
学
区
が
す

す
め
る
「
ま
ち
協
」
に
つ
い

て
設
立
の
経
緯
、
活
動
状
況

な
ど
の
説
明
を
聞
き
取
り
、

調
査
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。下

阪
本
学
区
の
人
口
は
約

１
万
１
０
０
０
人
。
住
宅
開

発
が
進
み
市
内
有
数
の
人
口

急
増
学
区
。
現
在
38
の
自
治

会
が
あ
る
が
、
自
治
会
加
入

率
は
、
37
％
と
著
し
く
低
く
、

市
内
で
も
ワ
ー
ス
ト
１
、
２

を
争
っ
て
い
る
と
い
う
。
近

年
、
「
地
域
活
動
に
関
心
が

な
い
」
「
関
心
が
あ
っ
て
も

事
情
が
あ
っ
て
参
加
で
き
な

い
」
な
ど
地
域
の
つ
な
が
り

が
弱
体
化
、
自
治
会
役
員
や

各
種
団
体
の
担
い
手
不
足
に
、

担
い
手
の
高
齢
化
な
ど
で
、

事
業
継
続
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
応
で
き
る
新
し
い
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
、
今
年

４
月
「
下
阪
本
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
学

区
住
民
み
ん
な
が
参
加
、
学

区
の
各
種
団
体
が
、
こ
れ
ま

で
の
個
々
の

対
応
か
ら
脱

皮
し
て
、
横

断
的
な
活
動

で
街
が
か
か

え
る
課
題
解

決
に
あ
た
り
、

全
国
的
な
課

題
で
あ
る
災

害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を

推
進
さ
せ
る

学
区
を
目
指

す
こ
と
に
し

た
。

初
調
査
に
は
、
日
吉
台
学

区
側
か
ら
濱
崎
会
長
ほ
か
、

野
々
口
義
信
日
吉
台
学
区
自

治
連
合
会
長
、
ま
ち
づ
く
り

カ
ン
パ
ニ
ー
メ
ン
バ
ー
で
学

区
３
丁
目
東
自
治
会
の
中
野

義
勝
会
長
が
参
加
。
下
阪
本

学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

取
り
組
み
、
活
動
状
況
、
課

題
な
ど
を
調
査
、
説
明
を
受

け
質
疑
、
応
答
な
ど
も
行
い
、

共
通
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

も
話
し
合
っ
た
。

市
が
提
唱
す
る
「
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
は
、
自
治
連

合
会
、
各
自
治
会
と
違
い
、

学
区
の
す
べ
て
の
団
体
、
住

民
が
加
盟
、
包
括
し
て
活
動

す
る
新
組
織
。
日
吉
台
学
区

は
、
過
去
に
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
を
設
立
、
空
き
家
対
策

事
業
、
日
吉
台
新
聞
編
集
、

発
行
事
業
、
野
菜
マ
ル
シ
ェ

事
業
、
自
治
連
合
会
改
革
案

検
討
、
江
若
バ
ス
対
策
な
ど

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
行
っ

て
き
た
が
、
市
が
い
う
「
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
は
性
質

が
違
う
の
も
の
で
混
乱
を
避

け
る
た
め
現
在
は
「
ま
ち
づ

く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。

学
区
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ

ニ
ー
の
定
例
会
が
８
月
17
日

開
か
れ
、
新
自
治
組
織
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
設
置
問
題

に
つ
い
て
初
協
議
を
実
施
、

先
に
聞
き
取
り
を
実
施
し
た

下
阪
本
学
区
自
治
連
合
会

（
真
嶋
龍
道
会
長
）
が
行
う

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
活
動
に

つ
い
て
報
告
し
た
＝
写
真
。

下
阪
本
学
区
は
今
年
４
月
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
発
足

さ
せ
活
動
を
開
始
。
こ
の
日

の
カ
ン
パ
ニ
ー
初
協
議
で
は
、

濱
崎
博
会
長
が
、
下
阪
本
学

区
か
ら
聴
取
し
た
活
動
開
始

の
経
緯
、
背
景
、
自
治
連
合

会
と
ま
ち
協
と
の
関
係
、
市

の
支
援
体
制
な
ど
に
つ
い
て

報
告
。
質
疑
が
な
ど
を
行
い
、

日
吉
台
学
区
と
し
て
、
ま
ち

協
あ
り
き
の
調
査
で
は
な
く

「
や
ら
な
い
選
択
肢
も
あ
る
」

こ
と
を
確
認
し
た
。

初
協
議
を
開
始

ま
ち
カ
ン
パ
ニ
ー

簡
素
化
運
動
会
、
正
式
に
決
ま
る

10
月
9
日
開
催
、
種
目
削
減
、
リ
レ
ー
取
り
止
め

新
自
治
組
織
「
ま
ち
協
」
の
調
査
開
始

先
行
の
下
阪
本
学
区
か
ら
聞
き
取
り

第 38 回日吉台学区民大運動会プログラム
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全国スポーツ少年大会参加

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
の

鹿
児
島
県
立
南
薩
少
年
自
然

の
家
で
、
８
月
４
日
か
ら
７

日
ま
で
の
４
日
間
開
催
さ
れ

た
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
日
本

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
催
の

「
第
60
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少

年
大
会
」
に
、
市
立
日
吉
中

２
年
生
で
、
日
吉
台
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
２
団
員
が
選
ば

れ
参
加
、
ス
ポ
ー
ツ
や
野
外

活
動
を
通
じ
、
全
国
の
ス
ポ

少
仲
間
と
交
流
を
深
め
た
。

大
会
は
「
チ
ェ
ス
ト
日
本
！

逆
境
を
超
え
て

広
が
る

笑
顔
と
絆
の
環
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
。
全
国
32
都
道
府
県

の
指
導
者
と
団
員
の
計
91
人

が
参
加
、
集
団
生
活
を
し
な

が
ら
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
学
習
、

野
外
、
交
流
活
動
な
ど
を
行

い
、
ス
ポ
少
活
動
の
推
進
と

リ
ー
ダ
ー
育
成
を
め
ざ
す
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
。

滋
賀
県
か
ら
は
日
吉
台
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
山
本
直
樹

団
長
の
引
率
の
も
と
日
吉
中

学
校
２
年
生
、
佐
々
実
優
さ

ん
、
同
、
流
一
樹
さ
ん
の
２

団
員
が
参
加
、
４
日
間
、
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
平
和

学
習
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
カ

ヌ
ー
な
ど
の
野
外
活
動
ほ
か
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
、
全
国
の
ス
ポ
少
仲
間
と

集
団
生
活
を
し
な
が
ら
貴
重

な
体
験
を
学
び
、
交
流
の
輪

を
広
げ
た
。

佐
々
さ
ん
、
流
さ
ん
は
、

２
人
と
も
小
学
生
の
こ
ろ
か

ら
日
吉
台
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
の
活
動
を
続
け
て
お
り
、

４
年
生
、
５
年
生
の
時
、
近

畿
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
に
も

参
加
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。

全
国
大
会
に
参
加
し
て
佐
々

さ
ん
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

が
で
き
、
仲
間
と
か
か
わ
り

を
深
め
あ
う
う
れ
し
さ
、
い

ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

す
る
楽
し
さ
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
や
命
の
大
切
さ
な
ど

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
多
く
の
人

に
伝
え
て
ゆ
き
た
い
」
。
流

さ
ん
は
「
初
め
て
会
っ
た
全

国
の
人
た
ち
と
仲
良
く
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
和

学
習
で
は
戦
争
を
な
く
し
た

い
こ
と
。
カ
ヌ
ー
体
験
で
は

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ア
も
楽
し
み
ま

し
た
」
と
感
想
を
語
っ
て
い

た
。

学
区
要
望
提
出

日
吉
台
学
区
自
治
連

合
会
（
野
々
口
義
信
会

長
）
は
、
令
和
４
年
度

の
学
区
要
望
を
ま
と
め
、

８
月
下
旬
大
津
市
な
ど

関
係
行
政
機
関
に
提
出

し
た
。
今
年
度
の
学
区

要
望
は
、
見
通
し
が
悪

い
横
断
歩
道
そ
ば
の
街

路
樹
の
伐
採
要
望
や
今

年
１
月
、
死
亡
交
通
事

故
が
発
生
し
た
子
ど
も

園
前
交
差
点
の
照
明
対

策
の
改
善
策
な
ど
新
規

要
望
４
件
、
継
続
要
望

１
件
、
計
５
件
と
な
っ

て
い
る
。
学
区
要
望
は

次
の
と
お
り
。
各
自
治

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
要

望
は
、
次
号
10
月
号
に

掲
載
す
る
。

日
吉
台
四
丁
目
市
道
中
０

１
０
２
号
線
（
全
線
）
、
中

０
１
２
０
号
線
は
日
吉
台
小

学
校
通
学
路
で
あ
る
が
、
雄

琴
方
面
か
ら
の
通
過
車
両
の

一
部
が
市
道
中
０
１
０
１
号

線
の
一
旦
停
止
を
回
避
す
る

た
め
通
過
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
た
め
迂
回
車
両
が
通
過

す
る
区
間
は
路
側
帯
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

路
側
帯
の
設
置

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
付

近
の
市
道
幹
２
１
１
５
号
線

と
幹
２
１
１
４
号
線
の
Ｔ
字

交
差
点
に
は
横
断
歩
道
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
２
１
１

５
線
の
街
路
樹
で
、
走
行
車

両
か
ら
歩
行
者
が
認
識
さ
れ

に
く
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

つ
い
て
は
横
断
歩
道
手
前

に
あ
る
街
路
樹
2
本
の
伐
採

を
お
願
い
し
た
い
＝
写
真
左
。

街
路
樹
伐
採

今
年
度
配
布
の
「
水
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
は
、
一

丁
目
、
二
丁
目
を
中
心
に
広

範
囲
で
最
大
２
㍍
程
度
の
浸

水
想
定
が
示
さ
れ
て
い
る
。

地
形
的
に
日
吉
台
住
民
は

浸
水
被
害
の
発
生
リ
ス
ク
を

十
分
認
識
し
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
の
で
、
ど
う
い
う
原

因
で
こ
の
よ
う
な
水
害
想
定

が
さ
れ
て
い
る
の
か
、
行
政

側
で
ど
の
よ
う
な
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
の
か
（
或
い

は
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
）
、

避
難
所
で
あ
る
市
民
セ
ン
タ
ー

へ
の
経
路
に
問
題
は
な
い
の

か
、
住
民
側
で
ど
の
よ
う
な

備
え
が
必
要
な
の
か
等
に
つ

い
て
、
説
明
会
の
開
催
を
お

願
い
し
た
い
。

浸
水
被
害
防
止
対
策

交
通
死
亡
事
故
の
発
生
し

た
幹
２
１
１
５
号
線
高
橋
川

架
橋
部
に
つ
い
て
、
既
設
の

南
東
側
照
明
に
加
え
、
幹
２

１
１
５
号
線
と
中
０
１
３
８

号
線
交
差
部
北
西
側
に
新
た

に
交
差
点
照
明
を
設
置
し
て

い
た
だ
い
た
。

し
か
し
、

新
設
さ
れ
た
北
西
側
照
明
は
、

既
設
の
東
南
側
照
明
に
比
較

し
設
置
高
さ
が
低
く
照
度
が

不
十
分
な
た
め
、
横
断
歩
道

の
西
側
と
東
側
で
の
照
度
差

が
大
き
く
、
特
に
自
動
車
運

転
者
が
東
側
か
ら
横
断
歩
道

を
渡
ろ
う
と
す
る
歩
行
者
を

視
認
す
る
の
が
難
し
い
状
況

で
あ
る
。
夜
間
交
通
の
安
全

確
保
の
た
め
に
、
歩
道
の
両

端
ま
で
照
ら
せ
る
、
東
南
側

同
様
の
照
射
範
囲
が
広
く
明

る
い
照
明
に
交
換
し
て
い
た

だ
き
た
い
＝
写
真
左
上
。

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
内

へ
の
自
治
連
合
会
事
務
所
の

設
置
要
望
で
、
数
年
継
続
し

て
要
望
し
て
い
る
が
進
展
が

見
ら
れ
な
い
。

今
後
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
設

置
検
討
に
お
い
て
も
必
須
要

件
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
早

急
に
実
現
す
る
よ
う
希
望
す

る
。

照
明
灯
改
善
を

自
治
連
事
務
所
設
置
を

日
吉
台
小
学
校
に
隣
接

す
る
学
童
保
育
所
、
大
津

市
立
日
吉
台
児
童
ク
ラ
ブ

で
、
７
月
30
日
、
日
吉
台

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
（
北
海
彰
会
長
）
有
志

に
よ
る
園
庭
の
草
刈
り
奉

仕
が
行
わ
れ
た
＝
写
真
。

同
児
童
ク
ラ
ブ
の
園
庭

は
、
毎
年
夏
に
な
る
と
通
っ

て
い
る
児
童
が
遊
べ
な
く

な
る
ほ
ど
雑
草
で
覆
わ
れ

る
。
職
員
が
、
時
間
を
見

つ
け
作
業
を
し
て
い
る
が
、

雑
草
の
勢
い
に
追
い
付
か

ず
み
か
ね
た
同
ク
ラ
ブ
が

昨
年
か
ら
奉
仕
作
業
を
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
が

２
回
目
。

今
年
の
作
業
に
は
、
呼

び
掛
け
に
応
じ
た
７
人
が

参
加
、
草
刈
り
機
や
鎌
な

ど
を
使
い
２
時
間
ほ
ど
か

け
、
子
ど
も
の
ひ
ざ
ま
で

園
庭
い
っ
ぱ
い
に
伸
び
て

い
た
雑
草
を
刈
り
取
り
、

除
草
き
れ
い
に
し
た
。

自
治
連
提
出
は
5
件

児童クラブ園庭を草刈り

学区グラウンドゴルフクラブ奉仕

鹿児島県南さつま市開催

全
国
の
仲
間
と
交
流
深
め
る

日
吉
台
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
佐
々
さ
ん
、
流
さ
んスポーツ少年大会に参加の佐々さん、流

さん。中央は引率の山本団長


